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中期経営計画の策定に関するお知らせ 

 

当社は、2025 年３月期を初年度とする 10 か年の中期経営計画を策定いたしましたので、下記の通りお知

らせいたします。 

 

記 

 

1. 中期経営計画の概要 

① 策定の背景 

当社は 2022 年５月に、2025 年３月期を最終年度とする３か年の中期経営計画を策定し、当社グル

ープのコア事業であるフィナンシャルパートナー事業の成長を軸に、売上高及び段階利益の成長を

図ってまいりました。同時に、広く生活者の金融リテラシーを向上させることを解決すべき社会課題

として据え、対面中心のサービスを多様化させることを主眼としながら、リテラシー向上のための土

台作りを目指してまいりました。 

サービスの多様化については今後も取り組んでまいりますが、2024 年２月 13 日に開示いたしま

した今第３四半期決算補足説明資料でも記載の通り、2025 年３月期の業績目標を１年前倒しで達成

する見通しであることから、改めて当社グループの事業の方向性を中期経営計画（以下、本計画）

として整理、公表することとなりました。 

 

② 当計画期間における目指す姿 

本計画の最終年度は 2034 年３月期としており、３年後の 2027 年３月期を中間点としながら、10

年後の「ありたい姿」を定めております。 

これまで当社では、主力事業であるフィナンシャルパートナー事業において、コンサルティングサ

ービスを通じて顧客（=生活者）の金融リテラシーの向上に努めてまいりました。当計画期間におい

てもフィナンシャルパートナー事業の着実な成長を基本としておりますが、これまで蓄積されたラ

イフプラン及びパーソナルファイナンス関連の知見、独自で企画開発したデジタルサービス等を統

合しながら、生活者に対しては「事業者と生活者との間の情報の非対称性の解消」を、金融機関や金

融サービス事業者に対しては「業界全体の非効率性の解消」をテーマに掲げ、新領域のサービスを開

発してまいります。 

2027 年３月期を目途にこれらの基盤を整え、以降の展開によって１人でも多くの方が良質な金融

サービスにアクセスできる状態を目指してまいります。 

 

 

③ 基本方針 

本計画では、当社の強みである人的資産、組織資産等の無形資産の活用を通じて高い成長性、資本効



率の向上、財務の健全性だけでなく、積極還元も含め全て両立することを基本方針として掲げており

ます。具体的には次の通りです。 

 

＜成長性の向上に向けて＞ 

 フィナンシャルパートナー事業 

コンサルタント数の純増ペースを過年度から加速させると同時に、顧客のライフタイム・バ

リュー（LTV）向上に向けた取組を強化することで、新規・既存顧客の双方からの収益向上を図

ります。ここでは、「組織的なマーケティング」「体系的な教育」「独自のデジタルツール」「ライ

フステージに応じた幅広いソリューション」「アフターフォローの DX 化」等の資産を活用し、

「人が増えた分収益が向上する仕組み」「適切な時に、適切なソリューションを届ける仕組み」

を強化してまいります。 

 

 新領域での事業創造 

生活者に対しては「情報の非対称性の解消」をテーマに、金融機関及び金融サービス事業者に

対しては「業界の非効率性の解消」をテーマに、フィナンシャルパートナー事業を通じて蓄積さ

れたライフプラン及びパーソナルファイナンス関連の知見、独自で企画開発したデジタルサー

ビス、マーケティング基盤等を統合したサービスの開発・提供を推進してまいります。 

 

＜資本政策・成長投資に関する方針＞ 

当社グループの自己資本比率は 2023 年３月期期末で 76.6％と、財務健全性が保たれておりま 

す。2025年３月期から 2027年３月期までの３カ年における成長投資においては、現預金を主軸に、 

負債の活用も視野に入れながら実行し、事業活動で得られた利益については従来以上に積極還元  

を行うことを基本方針といたします。 

尚、成長投資の主要テーマとして M&A が挙げられますが、ライフイベント関連事業者及び来店型 

保険ショップを主たる対象領域として据えながら、事業成長を加速させてまいります。 

 

2. 数値目標 

財務目標数値（連結ベース）は次の通りです。 

 2024 年３月期業績予想 2027 年３月期目標 2034 年３月期目標※ 

売上高 5,300 百万円 8,000 百万円 20,000 百万円超 

営業利益率 14.2％ 16% 20％超 

EPS（１株あたり当期純

利益） 

87.27 円 150 円 530 円 

ROE（自己資本当期純利

益率） 

12.6％ 20％ 25～30％ 

※当数値は主力事業であるフィナンシャルパートナー事業の成長を土台とした今後の経営の指針を示し 

たものです。新領域については、既に開始しているデジタルサービスの提供に係る売上を柱としながら、 

新サービスの開発・提供を織り込んでおりますが、今後の事業環境の変化等により、上記数値は変動す 

る可能性があります。 

 

3. 株主還元方針 

本計画の策定を受け、2025 年３月期から 2027 年３月期までの３期間は、グループキャッシュマネジ

メントの徹底を前提に、配当性向 100%を目標に配当を実施してまいります。 

尚、2028 年３月期以降の配当方針については、当該時点で推測されるフリーキャッシュフローの水準

や成長投資のフェーズ・規模に応じて再度検討するものといたしますが、成長性・資本効率・財務健全

性・積極還元の両立という中期経営計画の基本方針の下で検討してまいります。詳細は本日開示いたし

ました「配当方針の変更に関するお知らせ」をご覧ください。 



 

＜添付資料＞ 

中期経営計画説明資料「長期ビジョンと企業価値向上に向けたロードマップ」 

以 上 



無形資産を仕組み化し、高成長・高い資本効率・

積極還元・財務健全性を「AND」で実現します
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03 事業戦略（売上高成長のロジック・数値）

02 競争力の源泉
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事業成長と積極的な株主還元で企業価値向上を実現

⚫

⚫

⚫



ー
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ー

無形資産を仕組み化することで、新領域を開拓



02 競争力の源泉
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チームで学び合う・教え合うことで高い定着率を実現



質の高いコンサルティング、幅広い⾦融商品の提供、
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同業他社と比較して、圧倒的な差別化を実現

⚫

⚫

⚫

⚫

⚫



仕組みがお客様からの高い満足度につながっています



仕組み化を支える独⾃の集客モデル



仕組み化を支える体系的な教育システム
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仕組み化を支えるデジタルツール
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業界初のライフシミュレーションツール「マネパス」



新入社員の教育、育成スピード向上にも貢献する

デジタルツール「ブロードトーク」
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顧客LTVの向上を見据え接点をデジタル化。
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仕組み化を支える幅広い⾦融商品の提供
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企業理念の浸透 ～高い⽣産性、高い定着率、仕組み化の促進に向けて～



03 事業戦略（売上高成長の数字・ロジック）



事業成長と積極的な株主還元で企業価値向上を実現（再掲）
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２｜⼈×デジタル×データによるLTV向上

新領域での事業創造

（
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⾦融リテラシー×ライフプランで情報の非対称性を解消

新領域での事業創造

（
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デジタルツールを同業他社に提供し、⾦融業界の非効率性を解消

新領域での事業創造
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B/Sを適切にマネジメントしながら、不動産ソリューションを提供

不動産開発・販売
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M&Aを活用し、事業成長をスピードアップ
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終わりに | 企業価値創造の道すじ
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会社概要Appendix



当社を創業した私の想い



当社の経営陣



私たちが大切にしていること



ライフステージの変化に応じたサービス提供が可能



当社が解決できる社会課題
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事業コンセプト



ご参考｜業態ごとの仲介事業者数



BtoC⾦融コンサルティングのパイオニア



企業情報
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